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(57)【要約】
　本発明は、粗粒物質を含まないまたは極めて少量にてこれを持つ粒状フィラー、該フィ
ラーを含む組成物、およびその使用に係る。本発明は、また該粒状フィラーおよび組成物
の製法にも係る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む、粒状フィラー。
【請求項２】
　前記約40μm以上の粒径を持つ粒子の量が、約2ppm以下である、請求項1記載の粒状フィ
ラー。
【請求項３】
　前記約40μm以上の粒径を持つ粒子の量が、約1ppm以下である、請求項1記載の粒状フィ
ラー。
【請求項４】
　前記約40μm以上の粒径を持つ粒子の量が、約0.5ppm以下である、請求項1記載の粒状フ
ィラー。
【請求項５】
　前記約40μm以上の粒径を持つ粒子の量が、0 ppmまたは約0 ppmまたは約0.1ppmである
、請求項1記載の粒状フィラー。
【請求項６】
　前記粒状フィラーが、約3ppm未満の、約38μmを超えるまたは約30μmを超える粒径を持
つ粒子を含む、請求項1記載の粒状フィラー。
【請求項７】
　前記粒状フィラーが、約2ppm以下の、約38μmを超えるまたは約30μmを超える粒径を持
つ粒子を含む、請求項2記載の粒状フィラー。
【請求項８】
　前記粒状フィラーが、約1ppm以下の、約38μmを超えるまたは約30μmを超える粒径を持
つ粒子を含む、請求項3記載の粒状フィラー。
【請求項９】
　前記粒状フィラーが、約0.5ppm以下の、約38μmを超えるまたは約30μmを超える粒径を
持つ粒子を含む、請求項4記載の粒状フィラー。
【請求項１０】
　前記粒状フィラーが、0 ppmまたは約0 ppmまたは約0.1ppmの、約38μmを超えるまたは
約30μmを超える粒径を持つ粒子を含む、請求項5記載の粒状フィラー。
【請求項１１】
　前記フィラーがアルカリ土類金属炭酸塩(例えば、ドロマイトまたは炭酸カルシウム)、
金属硫酸塩(例えば、バライトまたは石膏)、金属ケイ酸塩、金属酸化物(例えば、チタニ
ア、酸化鉄、クロミア、三酸化アンチモンまたはシリカ)、金属水酸化物(例えば、アルミ
ナ三水和物)、カオリン、焼成カオリン、ウォラストナイト、ボーキサイト、タルクもし
くはマイカ、またはこれらの混合物を含むか、からなるか、または、から本質的になる、
請求項1～10の何れか1項に記載の粒状フィラー。
【請求項１２】
　前記フィラーが被覆されているか、あるいは処理されている、請求項11記載の粒状フィ
ラー。
【請求項１３】
　前記フィラーが、1種またはそれ以上の脂肪酸またはその塩もしくはそのエステルで被
覆されており、該脂肪酸が、例えばステアリン酸、パルミチン酸、ベヘン酸、モンタン酸
、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、イソステアリン酸、およびセロチン酸から選
択されてもよい、請求項12記載の粒状フィラー。
【請求項１４】
　前記粒状フィラーが、炭酸カルシウムまたは被覆炭酸カルシウムである、請求項1～13
の何れか1項に記載の粒状フィラー。
【請求項１５】
　前記炭酸カルシウムがステアリン酸で被覆されている、請求項14記載の粒状フィラー。
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【請求項１６】
　前記フィラーが粉砕炭酸カルシウム(GCC)または被覆GCCである、請求項1～15の何れか1
項に記載の粒状フィラー。
【請求項１７】
　前記フィラーのd50が、約0.5μm～約5μmなる範囲、例えば約1μm～約3μmなる範囲に
ある、請求項1～16の何れか1項に記載の粒状フィラー。
【請求項１８】
　前記フィラーのd50が、約1μmまたは約1.5μmまたは約2μmである、請求項17記載の粒
状フィラー。
【請求項１９】
　請求項1～18の何れか1項に記載の粒状フィラーを含む組成物。
【請求項２０】
　前記組成物がポリマー組成物であり、かつ該ポリマー組成物がポリマー樹脂を含む、請
求項19記載の組成物。
【請求項２１】
　前記ポリマー樹脂が熱可塑性樹脂である、請求項20記載のポリマー組成物。
【請求項２２】
　前記熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン樹脂、例えばエチレン、プロピレンまたはブテン
のモノオレフィンポリマーである、請求項21記載のポリマー組成物。
【請求項２３】
　前記樹脂が、ポリエチレン樹脂、例えば低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレン
(エチレン-ａ-オレフィンコポリマー)、中密度ポリエチレンもしくは高密度ポリエチレン
；またはポリプロピレン樹脂、例えばポリプロピレンまたはエチレン-ポリプロピレンコ
ポリマー、またはポリブテン樹脂；またはポリペンテン樹脂、例えばポリ(4-メチルペン
テン)である、請求項21記載のポリマー組成物。
【請求項２４】
　前記樹脂がエチレン-酢酸ビニルコポリマーである、請求項21記載のポリマー組成物。
【請求項２５】
　前記ポリマー樹脂がホモポリマーまたはコポリマーである、請求項20～24の何れか1項
に記載のポリマー組成物。
【請求項２６】
　前記ポリマー樹脂が、ポリマーの混合物またはブレンドを含む、請求項20～25の何れか
1項に記載のポリマー組成物。
【請求項２７】
　請求項20～26の何れか1項に記載のポリマー組成物から成形し得る、または該ポリマー
組成物から成形された、ポリマーフィルム。
【請求項２８】
　前記フィラーが、前記最終的なポリマーフィルムの質量の、約2～55質量％なる濃度、
例えば約5～50質量％、例えば約10～25質量％なる範囲の濃度にて存在する、請求項27記
載のポリマーフィルム。
【請求項２９】
　前記フィルムの平均の厚みが、約250μm未満、例えば約5μm～約250μm未満なる範囲、
例えば約30μmである、請求項27または28に記載のポリマーフィルム。
【請求項３０】
　前記ポリマーフィルムが通気性フィルムである、請求項27記載のポリマーフィルム。
【請求項３１】
　前記フィラーが、前記最終的なポリマーフィルムの質量の、約30質量％～約55質量％な
る範囲の濃度、例えば約45質量％～約55質量％なる範囲の濃度にて存在する、請求項30記
載の通気性フィルム。
【請求項３２】
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　前記フィルムの平均の厚みが、約5μm～約25μmなる範囲、例えば約8μm～約18μmなる
範囲、例えば約10μm～約15μmなる範囲にある、請求項30または31に記載の通気性フィル
ム。
【請求項３３】
　前記フィラーがステアリン酸で被覆された炭酸カルシウムである、請求項30～32の何れ
か1項に記載の通気性フィルム。
【請求項３４】
　ポリマー樹脂と粒状フィラーとをブレンドすることを含む、請求項20～33の何れか1項
に記載のポリマー組成物の製造方法。
【請求項３５】
　更に、前記ポリマー組成物をポリマーフィルムに成形する工程を含む、請求項34記載の
方法。
【請求項３６】
　ポリマー樹脂と請求項1～18の何れか1項に記載の粒状フィラーとを含むことを特徴とす
る、スパンレイド繊維。
【請求項３７】
　前記ポリマー樹脂が、ポリオレフィン、例えばポリプロピレンおよびポリエチレンのホ
モポリマー並びにコポリマー、または1-ブテン、4-メチル-1-ペンテン、および1-ヘキサ
ンとのコポリマー；ポリアミド、例えばナイロン；ポリエステル；上記ポリマーの何れか
のコポリマー；およびこれらのブレンドから選択される、請求項36記載のスパンレイド繊
維。
【請求項３８】
　前記粒状フィラーが、該フィラーの全質量に対して、約5質量％～約40質量％なる範囲
の量、例えば該フィラーの全質量に対して、約10質量％～約25質量％なる範囲の量、例え
ば該フィラーの全質量に対して、約10質量％～約15質量％なる範囲の量で存在してもよい
、請求項36または37記載のスパンレイド繊維。
【請求項３９】
　請求項36～38の何れか1項に記載のスパンレイド繊維を含む不織布。
【請求項４０】
　請求項36～38の何れか1項に記載のスパンレイド繊維または請求項39記載の不織布を含
む、オムツ、婦人用衛生用品、成人失禁用製品、包装材料、ワイプ、タオル、ダストモッ
プ、工業用衣服、医療用ドレープ、医療用ガウン、フットカバー、滅菌ラップ、テーブル
クロス、ペイントブラシ、ナプキン、ゴミ袋、パーソナルケア用品、グラウンドカバー、
および濾過媒体のうちの何れか一つ。
【請求項４１】
　請求項1～18の何れか1項に記載の粒状フィラーを含むステープルファイバー。
【請求項４２】
　請求項41記載のステープルファイバーを含むカーペット。
【請求項４３】
　請求項1～18の何れか1項に記載の粒状フィラーを含むカーペット。
【請求項４４】
　粒状物質から粗粒を除去する方法であって、該粒状物質を乾式分級処理または篩別処理
して請求項1～18の何れか1項に記載の粒状フィラーを製造することを含む、前記方法。
【請求項４５】
　前記分級処理または篩別処理を、遠心回転シフターを使用して実施する、請求項44記載
の方法。
【請求項４６】
　前記篩またはシフターが、正方形の孔を持つメッシュスクリーンを含む、請求項44また
は45記載の方法。
【請求項４７】
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　前記篩またはシフターが、ナイロン製または金属製メッシュスクリーンを含む、請求項
44～46の何れか1項に記載の方法。
【請求項４８】
　粒状物質から粗粒を除去する方法であって、該粒状物質をミル分粒処理して請求項1～1
8の何れか1項に記載の粒状フィラーを製造することを含む、前記方法。
【請求項４９】
　粒状物質から粗粒を除去する方法であって、該粒状物質を風力分級して請求項1～18の
何れか1項に記載の粒状フィラーを製造することを含む、前記方法。
【請求項５０】
　粒状フィラーの回収率が、約90％を超え、例えば約96％を超え、例えば約99％を超え、
および場合によっては100％までである、請求項44～47の何れか1項に記載の方法。
【請求項５１】
　粒状フィラーの回収率が約70％を超え、例えば約80％を超え、例えば約96％を超え、例
えば約99％を超え、および場合によっては約100％までである、請求項48記載の方法。
【請求項５２】
　粒状フィラーの回収率が、約60％を超え、例えば約70％を超え、例えば約80％を超え、
例えば約90％を超え、例えば約96％を超え、例えば約99％を超え、および場合によっては
約100％までである、請求項49記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粗粒物質を全く含まず、またはこれを極めて少量にて含む粒状フィラー、該
フィラーを含有する組成物およびその使用に関するものである。本発明は、また該粒状フ
ィラーおよび組成物の製造方法にも係る。
【背景技術】
【０００２】
　加工された無機物質の様々な用途における利用は公知である。例えば、加工された無機
物質を、紙製品、コーティング、例えば塗料、およびポリマー組成物等の用途において使
用することは公知である。
　莫大な量の研究が、特定の粒径分布(psd)を持つ、加工された無機物質の開発に乗り出
している。というのは、該粒径分布は、典型的に特定の用途のために該無機物質を配合し
得る組成物の特性に、ある種の効果を及ぼす可能性があるからである。粒状物質のpsdを
表す場合、これは、しばしば所謂「トップカット(top cut)」に対する言及を含む。この
トップカットとは、フィラーサンプル中の粒子の98％(または99％)が、述べられている値
よりも小さな径を持つような粒径を意味し得る。例えば、10μmまたはそれ未満のトップ
カットを持つフィラーは、該フィラーサンプル中の粒子の98％が、10μmよりも小さな径
を持つことを意味するものと理解し得る。このことは、該粒子の約2％が該トップカット
よりも大きな粒径を持つであろうことを意味する。該トップカットを測定するために典型
的に使用される方法は、通常約100ppmまたはそれ以上に対して高感度である。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明者等は、驚いたことに、ここにおいて「粗粒物質」(あるいは「硬質物質」)と呼
ぶことができ、加工された無機物質等のフィラー中に存在する、特定のサイズを超える極
めて低いレベルの粒子が、該フィラーを用いることのできるある範囲に及ぶ用途、特にフ
ィラーがポリマー組成物中に配合される用途にとって有害である可能性があることを見出
した。例えば、本発明者等は、ポリマー繊維を基本とする用途での使用をもくろむ材料中
の、僅かに数ppmの粗粒の存在が、該ポリマー繊維を押出す際の圧力における望ましから
ぬ上昇を招くことを見出した。本発明は、少なくとも部分的にこの発見に基づくものであ
り、またそれ故に、本発明者等は、粗粒物質(または硬質物質)を全く含まない、あるいは
極めて少量で含む粒状フィラーを提供することが望ましいであろうことを見出した。
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【０００４】
　第一の局面において、本発明は、約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む
粒状フィラーを提供する。
　この粒状フィラーは、ある範囲の用途に対して使用するのに適したものであり得る。例
えば、本発明のこの第一の局面によるフィラーは、紙製品、コーティング、例えば塗料ま
たはバリヤー塗料において、またより特定的にはポリマー組成物、ポリマーフィルム(特
に、通気性フィルム)、ポリマー繊維、例えばスパンレイド(spunlaid)繊維および不織製
品において使用するのに適したものであり得る。本発明のこの第一の局面によるフィラー
は、またステープルファイバーおよびカーペットにおいて使用することも可能である。
　従って、更なる一局面において、本発明は、本発明の上記第一の局面に従う粒状粒子を
含む組成物、即ち約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む粒状フィラーを含
有する組成物を提供する。
　この組成物は、ポリマー樹脂を含むことのできるポリマー組成物であり得、また該ポリ
マー組成物は、ポリマーフィルム(例えば、通気性フィルム)に成形し得るものであり得、
あるいは該ポリマーフィルムに成形することができる。あるいはまた、該ポリマー組成物
は、ポリマー繊維(例えば、スパンレイド繊維)もしくは不織製品に成形し得るものであり
得、あるいは該繊維または製品に成形することができる。
【０００５】
　従って、更なる局面において、本発明は、ポリマー樹脂と、約3ppm未満の、約40μm以
上の粒径を持つ粒子を含む粒状フィラーとを含むポリマー組成物を提供する。
　本発明の幾つかの態様は、また約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含むス
テープルファイバーをも提供する。本発明の幾つかの態様は、また該ステープルファイバ
ーを含むカーペット、即ち約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含むカーペッ
トをも提供する。ここにおいて使用する「ステープルファイバー」とは、特定の長さを持
つばらばらの繊維を意味する。例えば、該ステープルファイバーは、約25mm～約150mmな
る範囲の長さを持つことができる。その他の例において、該ステープルファイバーは、約
35mm～約100mmなる範囲の長さを持つことができる。更に別の例において、該ステープル
ファイバーは、約50mm～約75mmなる範囲の長さを持つことができる。
【０００６】
　本発明の更なる局面においては、本発明による上記組成物、ポリマー組成物、フィルム
およびその他のポリマーを主成分とする製品の製造方法が提供される。また、本発明の幾
つかの態様に従うステープルファイバーおよびカーペットの製造方法も提供される。従っ
て、本発明の更なる局面によれば、該ポリマー組成物の製法が提供され、該方法は、ポリ
マーまたはポリマーのプリカーサと、約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含
む粒状フィラーとをブレンドすることを含む。次に、該組成物を成形して、上記ポリマー
フィルムまたは不織製品またはポリマー繊維(例えば、スパンレイド繊維)にすることがで
きる。該ポリマーフィルムは通気性フィルムであり得る。また、ステープルファイバーと
約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む粒状フィラーとを混ぜ合わせる工程
を含む、ステープルファイバーの製法またはその製造工程をも提供する。次いで、該ステ
ープルファイバーを成形して、カーペットとし、あるいはその一部として使用することが
できる。
　ポリマー成分に対して適用される「プリカーサ」なる用語は、当業者には容易に理解さ
れるであろう。例えば、適当なプリカーサは、1種またはそれ以上の以下に列挙するもの
を含むことができる：モノマー、架橋剤、架橋剤および促進剤を含む硬化剤系、またはこ
れらの任意の組合せ。本発明により、該フィラーが該ポリマーのプリカーサと混合される
場合、該ポリマー組成物は、引続き該プリカーサ成分を硬化しおよび/または重合するこ
とによって成形して、所望のポリマーを製造することができる。
【０００７】
　上記ポリマーフィルムは、食品包装製品及び消費者包装製品を包含する包装用製品にお
いて使用するのに適したものであり得る。
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　上記フィラーは、アルカリ土類金属炭酸塩(例えば、ドロマイト、即ちCaMg(CO3)2、ま
たは炭酸カルシウム)、金属硫酸塩(例えば、バライトまたは石膏)、金属ケイ酸塩、金属
酸化物(例えば、チタニア、酸化鉄、クロミア、三酸化アンチモンまたはシリカ)、金属水
酸化物(例えば、アルミナ三水和物)、カオリン、焼成カオリン、ウォラストナイト、ボー
キサイト、タルクまたはマイカ(およびこれらの組合せを含み)を含み、これらからなり、
またはこれらから本質的になるものであり得る。任意の上記材料は、被覆(または未被覆)
または処理(または未処理)であり得る。特に、該フィラーは被覆炭酸カルシウム、処理さ
れた焼成カオリンまたは処理されたタルクを含み、これからなり、またはこれから本質的
になるものであり得る。以下、本発明は、傾向として、炭酸カルシウムまたは被覆炭酸カ
ルシウムに関連して、また該炭酸カルシウムまたは被覆炭酸カルシウムが加工されおよび
/または処理される局面との関連で論じられるかもしれない。本発明が、決してこのよう
な態様に限定されるものと解釈すべきではない。
【０００８】
　上記フィラーは被覆することができる。例えば、該フィラーは疎水性化表面処理剤で被
覆することができる。特に、上記炭酸カルシウムは被覆することができる。例えば、該炭
酸カルシウムは、1種またはそれ以上の、少なくとも10個の連鎖炭素原子を持つ脂肪族カ
ルボン酸で被覆することができる。例えば、該炭酸カルシウムは、1種またはそれ以上の
脂肪酸(その塩またはエステルを含む)で被覆することができる。該脂肪酸は、ステアリン
酸、パルミチン酸、ベヘン酸、モンタン酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、イ
ソステアリン酸およびセロチン酸から選択することができる。該被覆炭酸カルシウムは、
ステアレート被覆炭酸カルシウムであり得る。該被覆炭酸カルシウムは、ステアレート被
覆され、粉砕された天然炭酸カルシウム(GCC)またはステアレートで被覆された、沈降炭
酸カルシウム(PCC)であり得る。
　上記焼成カオリンは、オルガノシランまたはプロピレングリコールで処理することがで
きる。上記タルクは、オルガノシラン等のシランで処理することができる。
　上記粒状フィラーは、約0.5μm～約5μmなる範囲、例えば約1μm～約3μmなる範囲、例
えば約2μmまたは約1.5μmまたは1μmなる平均等価粒子径(d50)を持つことができる。
【０００９】
　本発明者等は、本発明に従う低い粗粒含有率を持つ上記粒状フィラーが、乾式分級(分
粒)法、例えば篩別法を利用して製造し得ることを見出した。
　従って、更なる一局面によれば、本発明は、粒状物質から粒子を除去する方法であって
、該粒状物質を乾式分級処理(例えば、篩別処理)に掛けて、約3ppm未満の、約40μm以上
の粒径を持つ粒子を含む粒状フィラーを製造することを含む方法を提供する。使用するシ
フターは、遠心または回転シフターであり得る。該篩またはシフターは、適当なサイズの
孔を持つ、メッシュスクリーンを含むことができる。例えば、該メッシュスクリーンサイ
ズは、正方形の孔を持つことができる。該メッシュスクリーンは、53μm、48μm、41μm
、30μm、25μm、20μmまたは15μmなる孔径を持つことができる。該メッシュスクリーン
は、ナイロンまたはその他の適当な材料、例えばステンレススチールで製造することがで
きる。
　本発明者等は、また本発明に従う低い粗粒含有率を持つ粒状フィラーが、ミル分粒(分
級)器を用いて製造し得ることをも見出した。
　従って、更なる一局面において、本発明は、粒状物質から粒子を除去する方法であって
、該粒状物質をミル分級処理して、約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む
粒状フィラーを製造することを含む方法を提供する。
【００１０】
　本発明者等は、また本発明に従う低い粗粒含有率を持つ粒状フィラーが、風力分粒(分
級)器を用いて製造し得ることをも見出した。
　従って、更なる一局面において、本発明は、粒状物質から粒子を除去する方法であって
、該粒状物質を風力分粒処理して、約3ppm未満の、約40μm以上の粒径を持つ粒子を含む
粒状フィラーを製造することを含む方法を提供する。
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　本発明の上記様々な局面および態様に関連して、上記フィラーは、約3ppm未満の、約38
μmを超える、または約30μmを超える、約25μmを超えるまたは約20μmを超える粒径を持
つ粒子を含むことができる。これらの粒子、即ち約40μm以上の粒径を持つフィラー粒子
は、ここでは「粗粒」または「粗粒物質」として、あるいは「硬質粒子」または「硬質物
質」として記載することができる。
　また、本発明の上記様々な局面および態様に関連して、上記粗粒含有率は、約2ppm以下
、約1ppm以下、約0.5ppm以下、約0.2ppm以下の範囲であり得る。該粗粒含有率は、0 ppm
または約0 ppm～約2ppmなる範囲であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約1ppmなる範
囲であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約0.5ppmなる範囲であり得、あるいは0 ppm
または約0 ppm～約0.2ppmなる範囲であり得る。前記範囲の全てにおいて、該粗粒含有率
の下限は、約0.1ppmであり得る。
【００１１】
　本発明の上記様々な局面および態様に関連して、上記粒状フィラーは、粒状無機物質で
あり得る。該粒状無機物質は、加工された粒状無機物質であり得る。
　存在する粗粒の量を測定するために、上記粒状フィラーを、該フィラーが凝集すること
のない液体中に懸濁させる。本発明者等は、適当な液体がイソプロピルアルコールである
ことを見出した。これは、ここではプロパン-2-オールまたは簡単にIPAと呼ぶことができ
る。次に、この懸濁液は、正方形の孔を備えた適切なサイズを持つメッシュスクリーンを
通して供給される。得られるスクリーン残留物を室温にて乾燥させ、また該保持された残
留物を取出し、秤量する。最初のサンプル重量と比較した該残留物の量は、ppm単位での
粗粒の量に関する特性決定を可能とする。該分粒された(または篩別された)材料および該
スクリーン残留物は、光学顕微鏡を用いて分析することができる。
　本発明に関連する数多くの利点が存在する。例えば、本発明による上記フィラーの使用
は、様々な用途における改善された加工性を与える。例えば、上記粒状フィラーを、押出
機または紡糸口金内で加工するポリマー組成物に配合する場合、このような装置のスクリ
ーン部品が、該粒状フィラーにより目詰まりを起こすことは全くまたは殆どない。ポリマ
ーフィルムへの該粒状フィラーの混入は、特に該フィルムの厚みが減じられた(ダウンゲ
ージ[厚み減少(down gauge)])場合に、加工されたフィルムの単位面積当たりのフィルム
欠陥の数における減少を引き起こす。本発明によるフィラーの使用は、改善された機械的
性能、例えば衝撃強さおよび/または引裂強さをもたらす。
【００１２】
（発明の詳細な説明）
粒状フィラー
　適当なフィラーは、粒状無機フィラーを含む。例えば、アルカリ土類金属炭酸塩(例え
ば、ドロマイト、即ちCaMg(CO3)2または炭酸カルシウム)、金属硫酸塩(例えば、バライト
または石膏)、金属ケイ酸塩、金属酸化物(例えば、チタニア、酸化鉄、クロミア、三酸化
アンチモンまたはシリカ)、金属水酸化物(例えば、アルミナ三水和物)、カオリン、焼成
カオリン、ウォラストナイト、ボーキサイト、タルクまたはマイカ(これらの組合せを含
む)等の無機フィラーが挙げられる。上記物質の何れも、被覆(または未被覆)または処理(
または未処理)であり得る。特に、該フィラーは、被覆炭酸カルシウム、処理された焼成
カオリンまたは処理されたタルクを含み、これからなりまたはこれから本質的になるもの
であり得る。他の適当なフィラーは、低い水分取込み性を持つものを含むことができる。
該フィラーは単一のフィラーであり得、あるいはフィラーのブレンドであってもよい。例
えば、該フィラーはここに挙げたフィラーの2種またはそれ以上のブレンドであり得る。
　前記粒状フィラーは、約0.5μm～約5μmなる範囲、例えば約1μm～約3μmなる範囲、例
えば約1μmまたは約1.5μmまたは約2μmなる平均粒径(d50)を持つことができる。該粒状
フィラーは、約8μmまたは約8μm未満、例えば約4μm～約8μm、あるいは約4μm～約5μm
、または約5μm～約6μm、あるいは約6μm～約8μmのd50を持つことができる。該粒状フ
ィラーは、約5μmまたはそれ未満、または約4μmまたはそれ未満なるd50を持つことがで
きる。例えば、該粒状フィラーは、約3μm～約5μm、または約3μm～約4μmのd50を持つ
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ことができる。粒径分布の特別な例は、以下の通りである：約4μmに等しいd90および約8
μmに等しいd98；約3μm～約4μmに等しいd90および約6μm～約8μmに等しいd98；約3μm
～約4μmに等しいd90および約4m～約5μmに等しいd98；約3μm～約5μmに等しいd90およ
び約5m～約8μmまたは約5m～約6μmに等しいd98。
【００１３】
　特に述べない限り、上記粒状フィラーまたは物質に対してここで言及する粒径特性は、
米国ジョージア州ノルクロス(Norcross, Georgia, USA)のミクロメリティックスインスツ
ルメンツ社(Micromeritics Instruments Corporation)によって供給されるような、セデ
ィグラフ(Sedigraph) 5100装置(Tel: +17706623620；ウエブサイト(web-site)：www.micr
omeritics.com)(ここでは「ミクロメリティックスセディグラフ(Micromeritics Sedigrap
h) 5100装置」と呼ぶ)を用いて、水性媒体中で完全に分散された状態にある該粒状フィラ
ーまたは物質の沈降により周知の方法で測定される。このような装置は、当分野において
等価球粒子径(e.s.d.)と呼ばれている粒径で表して、与えられたe.s.d.値よりも小さなサ
イズ(e.s.d.)を持つ粒子の測定値およびその積算質量％のプロットを与える。該平均粒径
d50は、このようにして測定された、該粒子e.s.d.の値であり、該粒子e.s.d.において、d

50値よりも小さな等価球粒径を持つ粒子が50質量％存在する。上記d90およびd98は、この
ようにして測定された、該粒子e.s.d.の値であり、該各粒子e.s.d.において、該当するd9
8およびd90値よりも小さな等価球粒径を持つ粒子が、それぞれ98％および90％存在する。
　本発明において使用する粒状炭酸カルシウムは、粉砕により天然起源から得ることがで
き、あるいは沈降により合成的に製造することができ(PCC)、あるいはこれら二種の組合
せ、即ち該天然由来の粉砕材料と合成による沈降材料との混合物であってもよい。該PCC
も粉砕することができる。
【００１４】
　粉砕炭酸カルシウム(GCC)、即ち粉砕天然炭酸カルシウムは、典型的に白亜、大理石ま
たは石灰石を粉砕することにより得られ、これを次に粒径分級段階に掛け、これにより所
定の粉末度を持つ製品を得ることができる。この粒状固体材料は、自己粉砕され、即ち該
固体材料自体の粒子間磨砕によって粉砕することができ、あるいはまた粉砕すべき該炭酸
カルシウム以外の物質の粒子を含む粒状粉砕媒体の存在下で粉砕することができる。
　炭酸カルシウムの湿式粉砕は、該炭酸カルシウムの水性懸濁液の生成を含み、次いで該
懸濁液は、場合により適当な分散剤の存在下で粉砕することができる。炭酸カルシウムの
湿式粉砕に関する更なる情報に関しては、例えばEP-A-614948(その内容全体を、参考とし
てここに組入れる)を参照することができる。
　上記フィラーが天然産の源から得られる場合、幾分かの無機不純物が、その粉砕材料に
不可避的に混入している可能性がある。例えば、天然産の炭酸カルシウムは、他の無機物
質と結合した状態で存在する。同様に、幾つかの状況において、他の無機物質の少量の付
加物が、含まれている可能性があり、例えば1種またはそれ以上のカオリン、焼成カオリ
ン、ウォラストナイト、ボーキサイト、タルクまたはマイカも存在し得る。しかし、一般
的には、本発明において使用されるフィラーは、5質量％未満、好ましくは1質量％未満の
他の無機不純物を含むであろう。
【００１５】
　PCCは、本発明における粒状炭酸カルシウムの源として使用することができ、また当分
野において利用可能な公知法の何れかによって製造することができる。タッピモノグラフ
シリーズ(TAPPI Monograph Series), No.30,「紙被覆顔料(Paper Coating Pigments)」,p
p.34-35は、製紙工業において使用するための製品を製造する際に使用するのに適した、
沈降炭酸カルシウムを製造するための主な3種の工業的方法を記載しているが、これらの
方法は本発明の実施において使用することも可能である。これら3種の方法全てにおいて
、石灰石が、先ず焼成されて、生石灰となり、該生石灰は、次に水中で消和されて、水酸
化カルシウムまたは石灰乳となる。第一の方法では、該石灰乳は、二酸化炭素ガスにより
直接炭酸塩化される。この方法は、副生物が全く生成されず、また炭酸カルシウム生成物
の諸特性および純度を調節することが比較的容易であるという利点を有する。上記第二の
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方法においては、該石灰乳をソーダ灰と接触させて、二重の分解により炭酸カルシウムの
沈殿と水酸化ナトリウムの溶液とを生成する。該水酸化ナトリウムは、この方法が工業的
に魅力あるものであるとすれば、該炭酸カルシウムから実質上完全に分離されなければな
らない。第三の主な工業的方法においては、該石灰乳を先ず塩化アンモニウムと接触させ
、塩化カルシウム溶液とアンモニアガスとを生成する。次いで、該塩化カルシウム溶液を
、ソーダ灰と接触させて、二重の分解により沈降炭酸カルシウムと塩化ナトリウムの溶液
とを生成する。
　PCCを製造するための上記方法は、極めて純粋な炭酸カルシウム結晶と水とを与える。
該結晶は、使用される特定の反応工程に応じて、多様な異なる形状およびサイズにて製造
し得る。PCC結晶の3種の主な形状は、霰石型、菱面体晶系および偏三角面体型であり、そ
の全ては、その混合物を含めて、本発明において使用するのに適したものである。
【００１６】
　前記粉砕工程に引続き、上記粒状フィラーは、約0.5μm～約5μmなる範囲のd50を持つ
ことができる。該フィラーは、その粉砕後に、約2μm以下、例えば約1.5μm以下、例えば
約1μm以下のd50を持つことができる。ポリマーフィルムにおいて使用する場合、該粒子
の最大の粒径は、典型的に該フィルムの厚みよりも小さい。
　場合により、前記粒状フィラーは、被覆することができる。例えば、炭酸カルシウム(G
CCまたはPCC)は、疎水性化表面処理剤で被覆することができる。例えば、該炭酸カルシウ
ムは、1種またはそれ以上の少なくとも10個の連鎖炭素原子を持つ脂肪族カルボン酸で被
覆することができる。例えば、該炭酸カルシウムは、1種またはそれ以上の脂肪酸または
その塩またはエステルで被覆することができる。該脂肪酸は、ステアリン酸、パルミチン
酸、ベヘン酸、モンタン酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、イソステアリン酸
およびセロチン酸から選択し得る。該被覆炭酸カルシウムは、ステアレート-被覆炭酸カ
ルシウムであり得る。本発明者等は、ステアレート-被覆炭酸カルシウムが、特に有効で
あり、より一層特定的には、ステアレート-被覆GCCであることを見出した。この被覆のレ
ベルは、該粒状フィラーの乾燥重量を基準として、約0.5質量％～約1.5質量％の範囲、例
えば約0.8質量％～約1.3質量％の範囲であり得る。
【００１７】
　他の適当な被覆または処理フィラーは、処理された焼成カオリンおよび処理されたタル
クを含む。該焼成カオリンは、例えばシラン(例えば、オルガノシラン)またはプロピレン
グリコールで処理することができ、一方タルクはシラン(例えば、オルガノシラン)で処理
することができる。
　上記フィラーは組成物に含める前に乾燥することができる。例えば、該フィラーは、ポ
リマー樹脂と混ぜ合わせる前に、乾燥することができる。典型的に、該フィラーは、約80
℃にて公知のオーブン内で乾燥することができる。該ポリマーは、約80℃にて真空オーブ
ン内で乾燥することができる。該粒状フィラーが、該フィラーの乾燥重量を基準として、
約0.5質量％以下、例えばおよび特に有利には約0.1質量％以下の吸着水(水分)含有率を有
し、また該含水率を維持する程度にまで、該粒状フィラーを乾燥することができる。これ
は、未被覆および被覆粒状フィラー両者を含む。低レベルの吸着水が、該フィラーが通気
性フィルムを製造するのに使用される場合には、特に有益である。
　望ましくは、被覆または未被覆何れの場合をも含めて、上記粒状フィラーは、更なる実
質的な水分の取込みを起し難いものである。該粒状フィラーは、例えば20℃にて40時間に
渡って、80％またはそれ以上の相対湿度を持つ雰囲気に暴露された後に、約0.5質量％以
下、例えば約0.1質量％以下の水分を含むことができる。
【００１８】
　上記粒状フィラーは、吸湿性または親水性の化合物を含まない、または実質的に該化合
物を含まないものであり得る。例えば、該粒状フィラーを粉砕する際に、該粉砕は、添加
された吸湿性または親水性の化合物の存在しない条件下で行うことができ、あるいは湿式
粉砕する場合、使用するあらゆる分散剤の量を最小化することができ、および/または該
分散剤を、公知の方法で該フィラーから実質的に除去することはできる。例えば、該粒状
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フィラーの乾燥重量を基準として、約0.05質量％以下の親水性成分が、該粒状フィラー上
に存在し得る。例えば、該粒状フィラーの乾燥重量を基準として、約0.05質量％以下の親
水性分散剤等の分散剤が、該粒状フィラー上に存在し得る。このような分散剤の一例は、
ナトリウムポリアクリレートである。該水分レベルは、公知の方法、例えばカールフィッ
シャー(Karl Fischer; KF)の滴定装置を用いて方法により測定することができる。この方
法では、サンプル中に存在する水は、加熱により該サンプルから追出され、次いで水とヨ
ウ素との定量的な反応を利用してその量を測定し得る。電量KF滴定法において、該サンプ
ルは、ピリジン-メタノール溶液(主な成分としてヨウ素及び二酸化硫黄を含む)中に添加
される。アノードにおいて電解的に生成されるヨウ素が水と反応する。水の量は、該電気
分解に対して必要とされる電荷量から直接決定することができる。
【００１９】
　上記粒状フィラー中に存在する粗粒材料の量は、極めて低い値またはゼロまで減じるこ
とができる。これは、篩またはシフター、例えば回転シフターと呼ぶこともできる遠心シ
フターを用いて実現し得る。該篩またはシフターは、微細なメッシュスクリーンを含むこ
とができる。該微細なメッシュスクリーンは、正方形であり得る、等しいサイズおよび等
しい間隔で配置された孔を持つことができる。該孔は矩形またはスロット形状であり得る
。該メッシュスクリーンは、ナイロンまたは金属ワイヤで作製し得る。該メッシュスクリ
ーンは、微細な織スクリーンまたはレーザーアブレーション処理されたスクリーンであり
得る。適当なメッシュスクリーンの使用は、良好な作業速度および処理量を維持しつつ、
極めて低レベルにまで低減された粗粒レベルをもたらす。分粒または篩別後に存在する粗
粒の量は、0 ppmまたは約0 ppm～約2ppmなる範囲の値であり得、あるいは0 ppmまたは約0
 ppm～約1ppmなる範囲の値であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約0.5ppmなる範囲の
値であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約0.2ppmなる範囲の値であり得る。前記範囲
の全てにおいて、粗粒含有率の下限は、約0.1ppmであり得る。該粗粒は、約40μmに等し
いかまたはそれを超え、または約38μmを超え、または約30μmを超え、または約25μmを
超え、または約20μmを超える粒径を持つことができる。
【００２０】
　本発明は、部分的に、粒状フィラー中の僅かに数ppmの粗粒の存在が、様々な用途にお
いて該フィラーを使用する場合に有害である可能性があるという発見に基づいている。こ
こで、該用途は、後にポリマーフィルム(例えば、通気性フィルム)を製造するために使用
し得るポリマー組成物およびスパンレイド繊維などを配合し得る不織製品等を包含する。
これらの有害な効果は、該加工自体に関連し、あるいは該最終製品の性能に係るものであ
り得る。これまで、分粒および篩別技術は、典型的に本発明との関連で考察されるものよ
りも著しく大きな粒径を持つ、穀粉または小麦等の食材を包含する粗粒物質についてのみ
使用されていた。
　乾式分粒技術、特に遠心シフターを使用することにより、約0.5μm～5μm(例えば、1.5
μm)なるd50を持つ粒状フィラーは、極めて高い回収レベルにて、約1 t/hr(トン/時)で選
別することができる。適当な回収レベル[(生成物/供給原料)×100]は、例えば約90％を超
えまた約96％を超え、または約99％を超える回収レベルまで、また該回収レベルは約100
％までであり得る。適当な処理量は、例えば少なくとも約1 t/hrまたは少なくとも2 t/hr
である。
【００２１】
　シフターの適当な例は、回転式シフター、例えばケク-ガードナー[Kek-Gardner (ケク-
ガードナー社(Kek-Gardner Ltd), スプリングウッドウエイ、マクルスフィールド、チェ
シールSK10セカンド(Springwood Way, Macclesfield, Cheshire SK10 2ND); www.kekgard
ner.com)]から入手し得る遠心(回転)シフターを含む。ケク-ガードナーから入手できるシ
フターの適当な篩別範囲の例は、遠心回転シフターのK範囲である。例えば、K650Cは、ド
ラム長さ650mmを持つ小型のパイロット装置であり、またK1350は、1350mmなるドラム長さ
を持つ。該シフターは、適当なメッシュサイズを持つスクリーンを備えていてもよい。該
スクリーンは、微細な織スクリーンまたはレーザーアブレーション処理されたスクリーン
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であり得る。該スクリーンは、ナイロンまたはステンレススチール製であり得る。他の適
当な回転(または遠心)シフターは、ケーソン[KASON, 米国NJ州ミルバーン67-71イースト
ウイロウストリート(67-71 East Willow Street,  Millburn, New Jersey, USA)のケーソ
ン社(KASON Corporation); www.kason.com)およびスウェコ(SWECO)(米国KY 41022,フロー
レンスPOボックス1509(PO Box 1509, Florence, KY 41022, USA)のスウェコ(SWECO); www
.sweco.com)]から得ることができる。
【００２２】
　典型的な遠心シフターにおいて、材料は供給用入口に供給され、供給スクリューによっ
て該円筒状シフターチャンバーに再度向けられる。回転させると、該チャンバー内の螺旋
状パドルが、連続的に該材料をメッシュスクリーンに対して前進させ、一方で該粒子上に
作用する遠心力は、該スクリーンの開口を通して該粒子を加速する。該スクリーンと接触
することのないこれら回転しているパドルも、穏やかな凝集体を分解するのに役立つ。多
くの大き過ぎる粒子および塵は、大粒子放出口を介して排出される。典型的には、遠心シ
フターは、重力供給用途に対して、および空気コンベア系とインラインで篩分けするよう
に設計されている。適当なシフターは、シングルおよびツインモデルを含み、またベルト
駆動または直接駆動により利用し得るものを含む。該ユニットは自立式であり得、あるい
は新規なまたは既存の加工装置に容易く取付けるのに適したものであり得る。着脱可能な
端部ハウジングは、迅速な清浄化およびスクリーンの交換を可能とする。
【００２３】
　他の態様において、上記粒状フィラー中に存在する粗粒の量は、ミル分粒器、例えば動
的ミル分粒器または分粒器を備えたセルミル(cell mill)の使用により極めて低い値また
はゼロまで減じることができる。該ミル分粒器は、ブロックローター、ブレードローター
、および/またはブレード分粒器を含むことができる。該ミル分粒器を通して処理した後
に存在する粗粒の量は、0 ppmまたは約0 ppm～約4ppmなる範囲の値であり得、あるいは0 
ppmまたは約0 ppm～約3ppmまたはそれ未満なる値であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm
～約2ppmなる範囲の値であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約1ppmなる範囲の値であ
り得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約0.5ppmなる範囲の値であり得る。上記範囲の全て
において、粗粒含有率の下限は、約0.1ppmであり得る。該粗粒は、約40μmに等しいか、
あるいはそれ以上、または約38μmよりも大きく、あるいは約30μmよりも大きく、あるい
は約25μmよりも大きく、あるいは約20μmよりも大きな粒径を持つことができる。
　ミル分粒器を使用することにより、粒状フィラーは、極めて高い回収率レベルで、約30
kg/hr以上またはそれを超え、130kg/hr以上またはそれを超え、180kg/hr以上またはそれ
を超え、300kg/hr以上またはそれを超え、350kg/hr以上またはそれを超え、または450kg/
hr以上またはそれを超え(例えば、少なくとも1,000kg/hr、または少なくとも5,000kg/hr
または少なくとも6,000kg/hr)にて処理し得る。適当な回収率レベル([生成物/供給原料]
×100)は、例えば約40％またはそれより高く、約70％より高く、約80％より高く、かつ約
96％を超える回収率レベルまで、または約99％を超え、また約100％までであり得る。
【００２４】
　ミル分粒器の適当な例は、動的ミル分粒器および分粒器を備えたセルミルを含む。これ
らはアトライター(Atritor)[ 英国ウエストミッドランド州コベントリー(Coventry, West
 Midlands, England)のアトライターリミテッド(Atritor Limited; www.atritor.com)]か
ら入手でき、その適当な例の一つは、マルチローターセルミルである。
　更に別の態様において、上記粒状フィラー中に存在する粗粒物質の量は、風力分粒器を
使用することによって、極めて小さな値またはゼロまで減じることができる。風力分粒器
は、サイクロンおよび/またはフィルタとの組合せで使用し得る。風力分粒器を通して処
理した後に存在する粗粒の量は、0 ppmまたは約0 ppm～約4ppmであり得、あるいは0 ppm
または約0 ppm～約3ppmまたはそれ未満であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約2ppm
であり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm～約1ppmであり得、あるいは0 ppmまたは約0 ppm
～約0.5ppmであり得る。上記範囲の全てにおいて、該粗粒含有率の下限は約0.1ppmであり
得る。該粗粒は、約40μmに等しいかまたはそれを超え、または約38μmを超え、または約
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30μmを超え、または約25μmを超え、または約20μmを超える粒径を持つことができる。
　風力分粒器を使用することによって、粒状フィラーは、極めて高い回収率レベルで、30
0kg/hrまたはそれを超え、350kg/hrまたはそれを超え、または450kg/hrまたはそれを超え
る率にて処理することができる。適当な回収率レベル([生成物/供給原料]×100)は、例え
ば約60％を超え、約70％を超え、約80％を超え、約90％を超え、かつ約96％を超える回収
率レベルまで、または約99％を超え、また約100％までであり得る。
　風力分粒器の適当な例は、コメックス(Comex)から入手することができる[コメックスポ
ルスカ(Comex Polska) Sp. z o. o., ポーランドクラコー(Krakow, Poland)(www.comex-g
roup.com)]。
【００２５】
用途
　上記粒状フィラーは、紙製品、被覆、例えば塗料またはバリヤ塗料を含む多数の用途に
おいて使用し得るが、より詳しくはポリマー組成物、ポリマーフィルム(例えば、通気性
ポリマーフィルム)、ポリマー繊維、例えばスパンレイド繊維および不織製品において使
用し得る。
ポリマーフィルム
　本発明による粒状フィラーは、ポリマー組成物に配合することができ、該ポリマー組成
物は成形性であり、またはポリマーフィルムに成形することができる。有利には、該粒状
フィラーは通気性ポリマーフィルムを製造するのに使用し得る。
【００２６】
　上記ポリマーフィルムは、ポリマーと粒状フィラーとを含む。該ポリマーフィルムは、
ポリマー樹脂およびフィラーを含むポリマー組成物から製造し得る。該粒状フィラーは無
機フィラーであり得る。本発明に従って充填すべき該ポリマーは、ホモポリマーまたはコ
ポリマーであり得る。適当なポリマー樹脂は、例えばエチレン、プロピレン、ブテン等の
モノオレフィンポリマーを包含する、ポリオレフィン樹脂等の熱可塑性樹脂、これらの官
能化誘導体および物理的なブレンドおよびコポリマーを含む。該ポリオレフィン樹脂の典
型的な例はポリエチレン樹脂、例えば低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレン(エ
チレン-α-オレフィンコポリマー)、中密度ポリエチレンおよび高密度ポリエチレン；ポ
リプロピレン樹脂、例えばポリプロピレンおよびエチレン-ポリプロピレンコポリマー；
ポリ(4-メチルペンテン)；ポリブテン；エチレン-酢酸ビニルコポリマー；およびこれら
の混合物を含む。これらポリオレフィン樹脂は、例えばチーグラー触媒を使用して、公知
の方法で重合することにより、あるいはメタロセン触媒等のシングルサイト触媒の使用に
よって得ることができる。
　使用に先立って、上記ポリマー樹脂は、所定の乾燥レベルを達成するまで乾燥すること
ができる。
　場合により、上記ポリマーフィルムは、更に1種またはそれ以上の添加剤を含むことが
できる。有用な添加剤の例は、不透明剤(乳白剤)、顔料、着色剤、スリップ剤、酸化防止
剤、防曇剤、帯電防止剤、粘着防止剤、防湿添加剤、ガス遮断性添加剤、炭化水素樹脂ま
たは炭化水素ワックスを含むがこれらに限定されない。
【００２７】
　表面処理されていても表面処理されていなくてもよい、上記粒状フィラーは、ポリマー
組成物に配合することができ、また典型的に最終的なポリマーフィルムの重量を基準とし
て、約2～55質量％、例えば約5～50質量％、例えば約10～25質量％なる範囲の濃度にて存
在する。通気性フィルムにおいて使用するために、表面処理されていてもまた表面処理さ
れていなくてもよい該粒状フィラーを、ポリマー組成物に配合することができ、また典型
的に最終的なポリマーフィルムの重量を基準として、約30質量％～55質量％、例えば約45
質量％～55質量％の濃度にて存在する。該ポリマー組成物は少なくとも1種のポリマー樹
脂を含む。この樹脂なる用語は、ポリマーフィルム等の物品に付形する前に、固体または
液体の何れかの状態にあるポリマー材料を意味する。該ポリマー樹脂およびフィラー材料
は、混合前に夫々独立に乾燥することができる。
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　上記ポリマー樹脂は、上記ポリマーフィルムの作製前に、溶融(あるいはまた軟化)する
ことができ、また該ポリマーは、通常、任意の更なる化学的な変換処理に掛けられること
はない。該ポリマーフィルムの作製後、該ポリマー樹脂は冷却され、かつ硬化される。
【００２８】
　上記ポリマー組成物は、当分野において周知の方法によって製造することができ、一般
に該方法においては、粒状フィラーおよびポリマー樹脂が、適当な比率にて一緒に混合さ
れて、ブレンドとされる(所謂「配合」)。該ポリマー樹脂は、液体状態にあってもよく、
これはその中への該フィラー粒子の分散を可能とする。該ポリマー樹脂が周囲温度にて固
体である場合、該ポリマー樹脂は、該配合を達成し得る前に、溶融する必要があるかもし
れない。幾つかの態様において、該粒状フィラーは該ポリマー樹脂の粒子と乾式混合する
ことができ、従って上記メルトを得た後に、該メルトからフィルムを製造する場合には、
該樹脂への該粒子の分散は、例えば押出機自体の中で実現される。
　本発明の種々の態様において、上記ポリマー樹脂および上記粒状フィラー、並びに必要
な場合における任意のその他の随意の添加剤は、それ自体公知の方法で、適当な配合機/
ミキサの使用によって、適当なマスターバッチとすることができ、また例えば裁断または
切断してペレットとすることのできるストランドを生成する、一軸スクリュー押出機また
は二軸スクリュー押出機の使用によって、ペレット化することができる。該配合機は、該
フィラーおよび該ポリマー樹脂を一緒に導入するための単一の入口を持つことができる。
あるいはまた、該フィラーおよび該ポリマー樹脂に対して夫々別々の入口を設けることも
可能である。適当な配合機は、例えばコペリオン(Coperion)(前ウエルナー＆フライドラ
ー(Werner & Pfleiderer)社)から市販品として入手し得る。
【００２９】
　本発明によるポリマー組成物は、任意の適当な方法で、ポリマーフィルムを作製すべく
処理でき、または該フィルムに配合すべく処理、加工することができる。ポリマーフィル
ムの製法は当業者には周知であり、該ポリマーフィルムは、従来の方法で製造することが
できる。公知の方法は流込み成形法、押出法および吹込成形法を含む。例えば、押出吹込
フィルムラインを利用することができる。従って、ポリマーの組合せを使用するこれらの
例に対しては、同時押出技術を使用することができる。同時押出法は当業者には周知であ
る。典型的に、2またはそれ以上の溶融ポリマー樹脂の流れを合流結合させて、これら樹
脂が相互に結合するが、混合されないように、単一の押出物の流れとする。一般的に、別
々の押出機が、各流れに対して必要とされ、また所定の用途にとって適切な方法で、該押
出物が一緒に流動し得るように、これらの押出機は結合される。層状フィルムを製造する
ためには、数基の押出機を組み合わせで使用して、該樹脂流各々を結合して層状フィルム
またはサンドイッチ材料とする複合ダイに、一緒に供給することができる。
　本発明に従って作製されるフィルムは、その最終用途に適したサイズおよび厚みを持つ
ものであり得る。例えば、該フィルムの平均の厚みは、約250μm未満、例えば約5μm～約
250μm未満、例えば約30μmであり得る。通気性フィルムに対して、該フィルムの厚みは
、約5μm～約25μm、例えば約8μm～約18μm、例えば約10μm～約15μmであり得る。薄い
通気性フィルムを提供し得るこの能力は、本発明の特別な利点の一つを表す。
【００３０】
　通気性フィルムにおける上記フィラーの使用は、WO 99/61521およびUS6569527 B1にお
いて記載されている。これら文献の内容全体を、参考としてここに組入れるものとする。
　上記通気性フィルムの製造においては、上記樹脂(例えば、熱可塑性ポリオレフィン樹
脂)および上記フィラーのブレンドまたはマスターバッチを、先ず該フィルムの製造段階
に先立って、混合および配合することにより製造することができる。該配合によりブレン
ドすべき上記成分の混合物は、該樹脂および該粒状フィラー以外に、熱可塑性フィルムで
使用されるその他の公知の随意成分、例えば1種またはそれ以上の結合剤、可塑剤、潤滑
剤、酸化防止剤、UV吸収剤、染料、着色剤を含むことができる。結合剤または粘着付与剤
は、使用する場合には、該フィルムと、その製造後における他の構成員、例えば不織繊維
層、または1種またはそれ以上の非多孔質層との結合を容易にする可能性がある。
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　上記樹脂、上記フィラーおよび必要な場合における他の随意の添加剤は、適当な配合機
/ミキサ、例えばヘンシェルミキサ、スーパーミキサ、タンブラー型のミキサ等の使用に
より混合し、また混練することができ、更に例えば裁断または切断してペレットとするこ
とができるストランドを生成する、一軸スクリュー押出機または二軸スクリュー押出機の
使用によって、ペレット化することができる。例えばペレット形状にある上記マスターバ
ッチまたはブレンドは、公知の成形およびフィルム製造装置の使用によって溶融し、かつ
フィルムに成形しあるいは付形することができる。
【００３１】
　上記フィルムはインフレートフィルム、キャストフィルムまたは押出フィルムであり得
る。最初に製造されるフィルムは、一般的に極めて厚くかつ極めて騒々しい雑音を発する
ものである。というのは、揺り動かされた場合に、ガサガサといった音を出す傾向にあり
、また該フィルムは、その水蒸気透過率により測定されるような通気度において、依然と
して十分ではない可能性があるからである。結果として、該フィルムは、例えば該熱可塑
性ポリマーの融点よりも約5℃またはそれ以上低い温度まで加熱し、次いで該フィルムの
元の長さの少なくとも約1.2倍、例えば少なくとも約2.5倍に延伸して、該フィルムを薄く
し、かつ多孔質とすることが可能である。
　上記薄化工程の追加の特徴は、該フィルムの不透明度における変化である。成形された
際に、該フィルムは比較的透明であるが、延伸後に該フィルムは不透明になる。更に、該
フィルムは該延伸工程中に配向されるが、該フィルムは同様により柔軟になりまた該フィ
ルムは、延伸前ほどのガサガサ度を持たない。これらファクタ全てを考慮し、また例えば
少なくとも100g/m2/24hrなる水蒸気透過率を持たせたいとの要望を考慮すると、該フィル
ムは、例えばパーソナルケア用吸収物品用途に対して、約35g/m2未満の単位面積当たりの
質量、および幾つかの他の用途に対して、約18g/m2未満の単位面積当たりの質量を持つよ
うな程度にまで薄化することができる。
【００３２】
　上記成形およびフィルム形成装置は、例えばT-ダイ等を備えた押出機または円形ダイを
備えたインフレート成形装置を含むことができる。このフィルム製造方法は、前記マスタ
ーバッチ製造後のある時点において、可能な場合には異なる製造プラントにて実施するこ
とができる。幾つかの場合において、該マスターバッチは、例えばペレット化により中間
的な製品を製造することなしに、直接該フィルムに成形することができる。
　上記フィルムは、室温乃至上記樹脂の軟化点なる範囲の温度にて、ロール掛け法または
テンター法等の公知の方法で、少なくとも一軸方向に延伸して、該樹脂および該粒状フィ
ラー相互を界面にて分離させることができ、それによって多孔質フィルムを製造すること
ができる。この延伸は、一段階で、または数段階で行うことができる。延伸倍率は、高延
伸率におけるフィルムの破損並びに得られるフィルムの通気性および水蒸気透過性を決定
づけ、またその結果過度に高い延伸倍率および過度に低い延伸倍率は、回避することが望
ましい。該延伸倍率は、好ましくは、少なくとも一軸方向において、約1.2～5倍なる範囲
、例えば約1.2～4倍なる範囲にある。二軸延伸を行う場合、例えば第一の方向における延
伸を縦方向またはこれに直交する方向に適用し、また次に第二の方向における延伸を、該
第一の延伸方向に対して直交する方向に適用する。あるいはまた、該二軸配向は、縦方向
とこれに直交する方向両者において同時に行うことも可能である。
【００３３】
　上記延伸処理後、必要ならば、得られる気孔の形状を安定化するために、加熱硬化処理
を施すことができる。この加熱硬化処理は、例えば上記樹脂の軟化点乃至該樹脂の融点未
満の温度なる範囲の温度にて、約0.1～約100秒間行われる加熱硬化処理であり得る。上記
厚みは、好ましくは裂けまたは破損を起さず、また適当な柔軟性および良好な触感(風合
い)を持つようなフィルムを与える値とすべきである。
　本発明の目的にとって、フィルムは、US-A-5695868(その内容全体を、参考としてここ
に組入れるものとする)において記載されているテスト法を利用して計算された値として
少なくとも100g/m2/24hrなる水蒸気透過率を持つ場合には通気性である。該通気性フィル
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ムは、ASTM E96/E96M-05に従って計算された値として少なくとも3000g/m2/24hrなる水蒸
気透過率を持つことができる。一般に、一旦該フィルムを製造した後には、該フィルムは
約100g/m2未満の単位面積当たりの質量を持ち、また延伸および薄化後には、その単位面
積当たりの質量は、約35g/m2未満およびより望ましくは約18g/m2未満であろう。該多孔質
フィルムは、柔軟性を要求する様々な用途、例えば使捨てオムツの裏地シートとして使用
するのに適したものであり得る。
【００３４】
　本発明に従って製造された上記多孔質または通気性フィルムは、適当な通気性、水蒸気
透過性および風合い並びに優れた機械的諸特性および長期接着特性を持つことができる。
従って、該通気性フィルムは、使捨てオムツ、体液吸収パッドおよびベッドシーツ；医療
用材料、例えば外科的術衣および熱間圧縮用の基礎材料；ジャンパー、防水服等の被服材
料；壁紙および屋根用防水性材料およびハウスラップ等の建築材料；乾燥剤、除湿剤、脱
酸剤、殺虫剤、使捨てボディーウォーマー(body warmer)を包装するための包装材；様々
な物品及び食品の鮮度を維持するための包装材；電池のセパレーター等といった、様々な
製品において適当に使用し得る。該対意気性フィルムは、使捨てオムツおよび体液吸収、
正パッド等の製品において使用する材料として特に望ましい。該通気性フィルムは、この
ような製品において、1種またはそれ以上の他の層、例えば不織繊維層と共に、接着剤ま
たは結合剤によって複合体または積層体とすることができる。
【００３５】
ポリマー繊維
　本発明による粒状フィラーは、スパンレイド繊維および不織製品等のポリマー繊維内に
配合することができる。本発明による粒状フィラーは、またモノフィラメント繊維に配合
することもできる。
　スパンレイド繊維は、一般に連続法により製造され、該連続法において、該繊維は紡糸
されかつ不織りウエブ内に分散される。スパンレイド法の2つの例は、スパンボンド法ま
たはメルトブロー法である。特にスパンボンド繊維は、ポリマー樹脂を、例えば少なくと
もその軟化温度にまで加熱することによって、該樹脂を繊維形状に紡ぎ、次いで該樹脂を
紡糸口金を通して押出して、繊維を生成し、また該繊維を繊維引抜装置に移して、スパン
レイドウエブとして集めることにより製造し得る。メルトブローン繊維は、樹脂を押出し
、また該樹脂の流れを加熱空気により繊細化して、微細な径を持つ繊維を生成し、また該
繊維を集めて、スパンレイドウエブを生成することにより製造し得る。
　スパンレイド繊維は、オムツ、女性用衛生製品、成人失禁用製品、包装材料、ワイプ(w
ipe)、タオル、ダストモップ、工業用衣服、医療用ドレープ、医療用ガウン、フットカバ
ー、滅菌ラップ、テーブルクロス、ペイントブラシ、ナプキン、ゴミ袋、様々なパーソナ
ルケア物品、グラウンドカバー、および濾過媒体を製造するのに使用し得る。
【００３６】
　ここに記載するスパンレイド繊維は、少なくとも1種のポリマー樹脂を含む。該少なく
とも1種のポリマー樹脂は、任意の特定の不織製品または用途に対して望ましい諸特性を
与える、従来のポリマー樹脂から選択することができる。該少なくとも1種のポリマー樹
脂は、1-ブテン、4-メチル-1-ペンテン、および1-ヘキサンとのコポリマーを包含する、
ポリプロピレンおよびポリエチレンホモポリマーおよびコポリマー等のポリオレフィン；
ナイロン等のポリアミド；ポリエステル；上記ポリマーの何れかのコポリマー；およびこ
れらのブレンドを含むが、これらに限定されない熱可塑性ポリマーから選択することがで
きる。
　上記少なくとも1種のポリマー樹脂として適当な市販製品の例は、以下に列挙するもの
を含むが、これらに限定されない：エクソン(Exxon) 3155、即ちエクソンモービル社(Exx
on Mobil Corporation)から入手し得る約30g/10分なる溶融流量を持つポリプロピレンホ
モポリマー；PF305、即ちモンテル(Montell) USAから入手し得る約38g/10分なる溶融流量
を持つポリプロピレンホモポリマー；ESD47、即ちユニオンカーバイド(Union Carbide)社
から入手し得る約38g/10分なる溶融流量を持つポリプロピレンホモポリマー；6D43、即ち
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ユニオンカーバイド(Union Carbide)社から入手し得る約35g/10分なる溶融流量を持つポ
リプロピレン-ポリエチレンコポリマー；PPH 9099、即ちトータルペトロケミカルズ(Tota
l Petrochemicals)社から入手し得る約25g/10分なる溶融流量を持つポリプロピレンホモ
ポリマー；PPH 10099、即ちトータルペトロケミカルズ(Total Petrochemicals)社から入
手し得る約35g/10分なる溶融流量を持つポリプロピレンホモポリマー；モプレン(Moplen)
 HP 561R、即ちリオンデルベイセル(Lyondell Basell)社から入手し得る約25g/10分なる
溶融流量を持つポリプロピレンホモポリマー。
【００３７】
　本発明の粒状フィラーは、上記繊維の全質量に対して、約40質量％未満の量で存在し得
る。該粒状フィラーは、該繊維の全質量に対して、約25質量％未満の量で存在し得る。該
粒状フィラーは、該繊維の全質量に対して、約15質量％未満の量で存在し得る。該粒状フ
ィラーは、該繊維の全質量に対して、約10質量％未満の量で存在し得る。該粒状フィラー
は、該繊維の全質量に対して、約5質量％～約40質量％なる範囲の量で存在し得る。該粒
状フィラーは、該繊維の全質量に対して、約10質量％～約25質量％なる範囲の量で存在し
得る。該粒状フィラーは、該繊維の全質量に対して、約10質量％～約15質量％なる範囲の
量で存在し得る。
　上記少なくとも1種のポリマー樹脂は、本発明の繊維内に、該繊維の全質量に対して、
約60質量％以上の量にて配合することができる。該少なくとも1種のポリマー樹脂は、約6
0質量％～約90質量％なる範囲の量で、該繊維内に存在し得る。該少なくとも1種のポリマ
ー樹脂は、約75質量％～約90質量％なる範囲の量で、該繊維内に存在し得る。該少なくと
も1種のポリマーは、約80質量％～約90質量％なる範囲の量で、該繊維内に存在し得る。
該少なくとも1種のポリマーは、約75質量％以上の量で、該繊維内に存在し得る。
【００３８】
　本発明による上記ポリマー繊維は粒状フィラーをも含む。例えば、該粒状フィラーは、
ポリマー組成物および/または繊維における使用と関連して、本明細書において列挙した
フィラーの何れかであり得、とりわけ該粒状フィラーは、被覆炭酸カルシウムまたは未被
覆炭酸カルシウムであり得る。より一層詳しくは、該フィラーはステアレート-被覆GCCま
たはPCCであり得る。
　上記フィラーの粒径は、ここに記載されるポリマー繊維に対して効果的に配合すること
のできるフィラーの最大量並びに得られる製品の審美的諸特性および強度に影響を与える
可能性がある。該フィラーの粒径分布は、個々の繊維を著しく脆弱化せず、および/また
は該繊維の表面を研磨性としないように十分に小さいが、審美的に満足な表面テキスチャ
ーを生成するのに十分に大きいものであり得る。
　上記ポリマー樹脂およびフィラーに加えて、上記スパンレイド繊維は、更に少なくとも
1種の添加剤を含むことができる。該少なくとも1種の添加剤は、追加の無機フィラー、例
えばタルク、石膏、珪藻土、カオリン、アタパルジャイト、ベントナイト、モンモリロナ
イト、およびその他の天然または合成クレーから選択することができる。該少なくとも1
種の添加剤は無機化合物、例えばシリカ、アルミナ、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、酸化
カルシウム、および硫酸バリウムから選択することができる。該少なくとも1種の添加剤
は、蛍光増白剤、熱安定剤、酸化防止剤、帯電防止剤、粘着防止剤、色素、顔料、例えば
二酸化チタン、光沢-改良剤、界面活性剤、天然オイル、および合成オイルからなる群の1
種から選択し得る。
【００３９】
　上記スパンレイド繊維は、少なくとも1種のポリマー樹脂を含む繊維からなる不織りウ
エブの製造をもたらす任意の適当な1または複数の工程に従って製造することができる。2
つの例示的なスパンレイド法は、スパンボンド法またはメルトブロー法である。スパンレ
イド法は、少なくとも1種のポリマー樹脂を、少なくともその軟化点まで、あるいは該ポ
リマー樹脂を押出すのに適した任意の温度まで加熱することから開始することができる。
該ポリマー樹脂は、約180℃～約260℃なる範囲の温度まで加熱することができる。該ポリ
マー樹脂は、約220℃～約250℃に加熱することができる。
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　スパンボンド法で作製される繊維は、一般的なスパンボンド法、フラッシュ紡糸法、ニ
ードルパンチ法、およびウォーターパンチ(water-punching)法を含むが、これらに限定さ
れない公知の任意の技術によって製造し得る。例示的スパンボンド法は、今日のスパンボ
ンド技術2-90年代における操業(Spunbond Technology Today 2 - Onstream in the 90’s
)(Miller Freeman (1992))、Dorschner等に付与された米国特許第3,692,618号、Matuski
等に付与された米国特許第3,802,817号、およびAppel等に付与された米国特許第4,340,56
3号に記載されている。これら文献各々の内容全体を、参考としてここに組入れる。
　メルトブロー法で作製される繊維は、公知技術の何れかにより製造し得る。例えば、メ
ルトブロー法で作製される繊維は、上記少なくとも1種のポリマー樹脂を押出し、また該
樹脂の流れを、加熱空気により繊細化して、微細な径を持つ繊維を生成することにより製
造でき、更に該繊維を集めてスパンレイドウエブを形成することができる。メルトブロー
法の一例は、Buntinに付与された米国特許第3,849,241号において一般的に説明されてい
る。この米国特許の内容全体を、参考としてここに組入れるものとする。
【００４０】
　上記フィラーは、従来法を用いて上記ポリマー樹脂に配合することができる。例えば、
該フィラーは、押出に先立つ任意の段階中に、例えば上記加熱段階中にまたはその前に、
該ポリマー樹脂に添加することができる。もう一つの態様において、少なくとも1種のポ
リマー樹脂とフィラーとの「マスターバッチ」を予め混合し、場合により成形して顆粒ま
たはペレットとし、また該繊維の押出に先立って、少なくとも1種の追加の未使用ポリマ
ー樹脂と混合することも可能である。該追加の未使用ポリマー樹脂は、該マスターバッチ
を製造するのに使用した該ポリマー樹脂と同一でも異なっていてもよい。幾つかの態様に
おいて、該マスターバッチは、該粒状フィラーを、最終製品において望ましい濃度よりも
高い濃度、例えば約20～約75質量％なる範囲の濃度で含み、また最終的なスパンレイド繊
維製品における繊維の所定濃度を得るのに適した量にて、該ポリマー樹脂と混合すること
ができる。例えば、約50質量％の被覆炭酸カルシウムを含むマスターバッチを、等量の上
記未使用のポリマー樹脂と混合して、約25質量％の被覆炭酸カルシウムを含む最終製品を
製造することができる。該マスターバッチは、適当な装置を使用して混合し、かつペレッ
ト化することができる。例えば、ZSK 30ツイン押出機(Twin Extruder)を用いて、上記被
覆炭酸カルシウムおよびポリマー樹脂のマスターバッチを混合し、また押出すことができ
、更にカンバーランド(Cumberland)ペレタイザーを使用して、場合により該マスターバッ
チをペレットに成形することができる。
【００４１】
　一旦上記粒状フィラーまたはマスターバッチを上記ポリマー樹脂と混合した後には、該
混合物を少なくとも一つの紡糸口金を通して連続的に押出して、長いフィラメントを製造
することができる。その押出速度は、所定の用途に従って変えることができる。一態様に
おいて、該押出速度は、約0.3g/分～約2.5g/分なる範囲にある。もう一つの態様において
、該押出速度は、約0.4g/分～約0.8g/分なる範囲にある。
　上記押出の温度も所望の用途に応じて変えることができる。例えば、該押出温度は、約
180～約260oCなる範囲の値であり得る。該押出温度は、約220～約250oCなる範囲の値であ
り得る。該押出装置は、当分野において従来から使用されているものから選択することが
でき、例えばライフェンハウザー(Reifenhauser)社により製造されている、ライコフィル
(Reicofil) 4装置である。該ライコフィル4の紡糸口金は、例えば径約0.6mmを持つ孔を、
長さ1m当たり6,800個含んでいる。
　押出後、上記フィラメントを繊細化することができる。例えば、スパンボンド法で作製
した繊維は、高速延伸により繊細化することができ、ここで、該フィラメントは、高速ガ
ス流、例えば空気を用いて延伸し、かつ冷却される。該ガス流は、これら繊維に対して延
伸力を発生し、該延伸力は、所定レベルまで、該繊維を垂直落下ゾーンへと引くことがで
きる。メルトブロー法により作成された繊維を、例えば加熱空気の収束性の流れによって
繊細化して、微細な径を持つ繊維を生成することができる。
【００４２】
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　繊細化後、上記繊維を有孔表面、例えば移動するスクリーンまたはワイヤに誘導するこ
とができる。次いで、該繊維を幾分かの繊維が交叉方向に置かれている表面上にランダム
に堆積させて、緩く結合したウエブまたはシートを作製することができる。幾つかの態様
において、該ウエブは、減圧による拘束力によって該有孔表面上に保持される。この時点
において、該ウエブは、その坪量によって特徴付けられ、該坪量は、g/m2(gsm)で表され
た、該ウエブの特定の面積の質量である。該ウエブの坪量は、約10～約55gsmなる範囲の
値であり得る。該ウエブの坪量は、約12～約30gsmなる範囲の値であり得る。
　一旦ウエブを作製した後には、公知の方法、例えば溶融および/または絡み合わせ(交絡
)法、例えば熱ポイントボンド(thermal point bonding)法、超音波結合法、水流交絡(hyd
ro-entanglement)、およびスルーエアーボンディング法に従って結合することができる。
熱ポイントボンド法は、通常使用されている方法であり、また一般的に繊維ウエブを少な
くとも一つの加熱したカレンダーロールに通して、シートを形成する工程を含む。幾つか
の態様において、熱ポイントボンド法は、2つのカレンダーロールの使用を含み、ここで
その一つのロールは型押されており、また他方のロールは平滑である。結果的に得られる
ウエブは、該ロール上の型押し点に相当する、熱的に型押された点を持つことができる。
【００４３】
　結合後、上記得られるシートは、場合により様々な後処理工程、例えば方向性配向(dir
ection orientation)、クレープ処理、水流交絡、および/または型押工程に掛けることが
できる。該随意の後処理に付されたシートは、次に様々な不織製品を製造するのに使用し
得る。不織製品を製造する方法は、当分野においては、例えば不織布ハンドブック(The N
onwovens Handbook)、不織布工業協会(The Association of the Nonwoven Industry)(198
8)およびポリマー科学および工学辞典(Encyclopedia of Polymer Science and Engineeri
ng), 第10巻, ジョンウイリー＆サンズ(John Wiley and Sons)社刊(1987)において一般的
に説明されている。
　スパンレイド繊維は、約0.5μm～約35μmまたはそれ以上なる範囲の平均径を持つこと
ができる。スパンボンド繊維は、約5μm～約35μmなる範囲の径を持つことができる。該
スパンボンド繊維は、約15μmなる径を持つことができる。該スパンボンド繊維は、約16
μmなる径を持つことができる。メルトブローン繊維は約0.5μm～約30μmなる範囲の径を
持つことができる。メルトブローン繊維は、約2μm～約7μmなる径を持つことができる。
メルトブローン繊維は、同一または同様な組成のスパンボンド繊維よりも小さな径を持つ
ことができる。該スパンボンド繊維またはメルトブローン繊維は、そのサイズにおいて、
約0.1デニール～約120デニールなる範囲であり得る。これら繊維は、そのサイズにおいて
約1デニール～約100デニールなる範囲であり得る。これら繊維は、そのサイズにおいて約
1デニール～約5デニールなる範囲であり得る。これら繊維は、そのサイズにおいて約100
デニールであり得る。
　以下、本発明を、例示のみの目的でかつ本発明を限定することなしに、以下の図面およ
び実施例を参照しつつ説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１ａ】図1aは、実施例1に従う、夫々100μmスクリーンおよび48μmスクリーンによる
％回収率対遠心シフターで分級された材料に関する供給量(kg/hr)のグラフを示す。
【図１ｂ】図1bは、実施例1に従う、夫々100μmスクリーンおよび48μmスクリーンによる
％回収率対遠心シフターで分級された材料に関する供給量(kg/hr)のグラフを示す。
【図２】図2は、実施例2に従う、スクリーニング処理されていないおよび乾式スクリーニ
ング処理されている炭酸カルシウムを含有する70質量％充填マスターバッチに関する、ウ
エイン(Wayne)圧力上昇テストに関連する圧力対時間のグラフである。
【図３】図3は、実施例2に従う、スクリーニング処理されていないおよび乾式スクリーニ
ング処理されている炭酸カルシウムを含有する70質量％充填マスターバッチの圧力上昇対
CaCO3供給原料中の粗粒の量に関するデータを示す図である。
【実施例】
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【００４５】
テスト法およびサンプル
　炭酸カルシウムAは、約1.5μmなるd50を持つ、ステアリン酸で被覆された粉砕天然炭酸
カルシウム(欧州における鉱床を起源とする)である。炭酸カルシウムBは、約1μmなるd50
を持つ、ステアリン酸で被覆された粉砕天然炭酸カルシウムである。炭酸カルシウムCは
、約1.5μmなるd50を持つ、ステアリン酸で被覆された粉砕天然炭酸カルシウム(米国の鉱
床を起源とする)である。炭酸カルシウムDは、約1.5μmなるd50を持つ、粉砕天然炭酸カ
ルシウムである。カオリンAは、約1.5μmなるd50を持つ、含水チャイナクレーであり、ま
た焼成クレーAは、約2μmなるd50を持つ、焼成カオリンである。
　特に述べない限り、上記粒状無機物質は、表示されたサイズの正方形の孔を持つナイロ
ンスクリーンを備えた、ケク-ガードナー(Kek-Gardner) K650C遠心シフターで篩分けされ
た。
　上記篩分けされた材料およびその残留物を、分析のために集めた。粗粒の量は、該篩分
けされた材料をイソプロピルアルコール(IPA)に分散させ、かつ該無機物質分散体を、ロ
ンバードロードロンドン(Lombard Road, London) SW19 3TZのエンデコッツ社(Endecotts 
Ltd.)から得た正方形の孔を持つ38μmメッシュのスクリーンを通してスクリーニングする
ことによって検査した。該篩分けされた材料およびあらゆる残留物を、光学顕微鏡を用い
て分析し、また幾つかの場合においては、明確化のために赤外(Infra-Red)およびEDXを用
いて分析した。
【００４６】
実施例1
　ある範囲の粒状材料を、ある範囲に渡る(100μm、53μm、48μm、41μm、30μm)スクリ
ーンメッシュサイズを用いて、ケク-ガードナーからのK650C遠心回転シフターを通して供
給した。処理量は、スクリーニングされた材料の量から計算し、また時間の経過に応じて
捕集し、一方で生成物および不合格品の量を計測することにより、回収率を計算した。該
篩分けした材料および該残留物を分析のために集め、その結果を以下の表1に示した。
　篩分けされていないサンプル(炭酸カルシウムAまたは炭酸カルシウムBまたは炭酸カル
シウムC)に関連して、粗い残留物の量は、3ppmまたは3ppmを超え、また主としてマグネタ
イト(磁鉄鉱)および硬質カルサイト(方解石)粒子の混合物を含んでいた。該篩分けされた
製品に関連して、数個の粒子(1ppm未満に等価)のみが、スクリーニング後に見つかったに
過ぎなかった。
　これらの結果は、53μmのスクリーンにより篩分けされた炭酸カルシウムAが、(IPAへの
分散後に)0.6ppmの38μmを超える粒子を含んでおり、該粒子が主としてマグネタイトおよ
びカルサイトであることを示した。
　30μmのスクリーンで篩分けされた炭酸カルシウムAは、0.2ppm未満の38μmを超える粒
子を含んでおり、このことは、500gのサンプル中に僅かに4個の大きな粒子が見いだされ
たことを意味する。不合格品の分析は、より一層高濃度(200ppm～5.8質量％)での大きな
粒子の存在を示したが、これは結果として上記回転シフターが、粗粒の除去において効果
的であったことを裏付けている。30μmのスクリーンで篩分けされた炭酸カルシウムBも、
38μmを超える粒子を0.2ppm未満の量で含んでいた。
【００４７】
　回収率に関連して得られた幾つかの結果を、図1aおよび1bに示したが、これらの図は、
夫々実施例1に関連して遠心シフターで篩分けされた材料に関する、100μmスクリーンお
よび48μmスクリーンを介する％回収率対供給量(kg/hr)のグラフである。
　これらの結果は、大量の粒状物質が、高い割合で篩分けでき、また得られる粒状フィラ
ーが、極少量の、ここにおいて規定した如き粗い物質を含むことを示した。特に、これら
の結果は、上記装置が、38μmを超える粒子の含有率がゼロ近傍である、極めて混り気の
ないGCCを製造する上で極めて良好な結果を与えることを示した。
実施例1a
　炭酸カルシウムAを、450kg/hrなる供給量にて、アトライター(Attritor) DCM300ミル分
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の数は3.3ppmであり、これは該供給材料内の粗粒の量と同様であった。
実施例1b
　炭酸カルシウムAを、約1,000kg/hr～約1,300kg/hrなる範囲の供給量にて、アトライタ
ー(Attritor) CM500ミル分粒器を通して供給した。適当なミルの速度およびミルの駆動周
波数は、夫々4367rpmおよび53Hzであった。適当な空気流量は、約3,200am3/hrであり、ま
た適当な入口および出口温度は、夫々約54℃～59℃(出口)および24℃～30℃(入口)であっ
た。38μmを超える、捕集された粗粒の数は約0ppm～4ppmなる範囲にあり、2.9ppmを含ん
でいた。回収率は76.7％であった。
【００４８】
実施例1c
　炭酸カルシウムAを、コメックス(Comex) UCX-200風力分粒器を通して供給した。約64％
～92％なる範囲の回収率が実現され、集められた粗粒の数は、一般的に許容し得るもので
あった。適当なローターの速度は、約4,000rpm～約5,000rpmなる範囲の値であった。適当
な全空気流量は、約620am3/hr～約695am3/hrであった。
実施例1d
　炭酸カルシウムAを、デルタサイザー(Deltasizer) DS2風力分粒器(メトソ(Metso))を通
して供給した。粗粒の数は、該供給材料よりも著しく少なく、即ち0.6ppm～1.2ppmなる範
囲内(該供給材料は約6ppmの粗粒を含有する)であった。その回収率は、77.5％～87.5％な
る範囲内にあった。適当なローターの速度は、約4,000rpm～約5,200rpmなる範囲の値であ
った。適当な全空気流量は、約1,100am3/hr～約1,400am3/hrであった。
【００４９】
表 1
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【００５０】
実施例2
　あるテストを行って、70質量％の粒状フィラーを含有する配合物に、押出機を介して掛
かる圧力を測定した。このウエイン(Wayne)圧力テストは、70質量％の炭酸カルシウムを
充填した配合物1kgを、粗い支持スクリーン(60メッシュまたは250μm)に取付けられた所
定粒径(400メッシュ、37μmに相当)を持つ微細フィルタスクリーンを通して押出すことか
らなっている。該テストは、ウエルナー＆ファイドラー(Werner & Pfeiderer) ZSK40二軸
スクリュー押出機を用いて製造したマスターバッチについて行った。該ウエイン押出機は
、先ず未充填の樹脂(理想的には該マスターバッチに対して使用された樹脂と類似のメル
トフロー特性を持つ)を用いて運転される。次いで、該マスターバッチを配合し、該スク
リーン背後の圧力増加を監視する。次に、このラインを未充填の樹脂でフラッシュし、ま
た最終的な圧力を初期の圧力と比較し、その差を、「圧力上昇」と呼ぶ。
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　図2は、何れも同一の条件の下で加工された、70質量％のマスターバッチを含有する(i)
 スクリーニング処理されていないおよび(ii) 30μmにて乾式スクリーニング処理された
炭酸カルシウムAを押出した際に見られる圧力の例である。該スクリーニングされた炭酸
カルシウムは、スクリーニングされていない炭酸カルシウムよりも低い圧を与える。図3
は、様々な炭酸カルシウムに関する、スクリーニング前およびその後(表1)の圧力上昇を
比較した図であり、粗粒の量における減少に伴って、圧力上昇が低下することを示してい
る。
【００５１】
実施例3
　異なる配合条件下で押出された、70質量％の粒状フィラーを含有するマスターバッチの
圧力上昇を検討した。以下の表2は、異なる配合条件下で製造した、70質量％のフィラー
充填マスターバッチの圧力上昇に関するデータを与えるものである。これらのデータは、
本発明の幾つかの態様に従う粒状炭酸カルシウム(「30μmにてスクリーニングされた」)
が、該無機物質を十分に分散させた場合には、与えられた一群の配合条件下でより低い圧
力上昇(p上昇)を与えることを示している。凝集物の量を減じる、特定の加工条件(配合条
件No.3)下においては、本発明の幾つかの態様に従って処理された炭酸カルシウムを使用
すると、極めて低い圧力上昇が、極めて微細なスクリーン(25μmまたは37μm)を通すこと
により得ることができる。
【００５２】
表 2

＊：実施例1dに従って風力分級された。
【００５３】
実施例4
　ライコフィル(REICOFILTM) 4M衛生スパンボンドラインについて、10質量％～15質量％
の粒状フィラーを含む配合物の作業性に関する検討を行った。スパンボンド加工に関連し
て、炭酸カルシウムは、樹脂濃厚化物(またはマスターバッチ)として、典型的にはポリプ
ロピレン中70質量％の炭酸カルシウム配合量にて添加する。この樹脂濃厚物は、ポリプロ
ピレン樹脂ベイセルモプレン(Basell Moplen) HP561R中に希釈して、繊維中の低CaCO3配
合量を実現する。該ライコフィル(REICOFILTM)ラインは、未充填ポリプロピレン樹脂に対
して300kg/hrにて、また10質量％充填ポリプロピレンに対して205kg/hrおよび15質量％充
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填ポリプロピレンに対して197kg/hrにて作業した。全炭酸カルシウム濃厚物は、10質量％
および15質量％にて良好な紡糸性を与えることが示されたが、融解圧力における大きな違
いが、該押出機において使用された400＃(37μm)スクリーンにより観測された。未充填の
ポリプロピレンに対して、該融解圧力は、該作業の開始時点において、典型的に約8.8MPa
(88 bar)であった。20.5kg/t(10質量％なる配合量に対して)にて炭酸カルシウムを添加し
た後、該押出機におけるスクリーンは交換され、融解圧力が監視された。該配合物の幾つ
かに対して、該融解圧力が上昇することが示され、また作業時間は、11.0MPa(110 bar)に
達する時間であると考えられた。
【００５４】
　以下の表3は、ライコフィル(REICOFILTM) 4M衛生ラインにおける、炭酸カルシウム含有
マスターバッチの作業性に関連するデータを与える。これらの結果は、本発明の態様に従
う炭酸カルシウムに係る作業性のデータが、圧力増大の兆候もなしに、2時間未満から、3
時間を超える値にまで、大幅に増大したことを示している。表3における「30μmにてスク
リーニング」および「15μmにてスクリーニング」なる見出しを持つ項目は、本発明の態
様に従う炭酸カルシウムに関連する。該スクリーン上に集められた残留物の量は、また高
温キシレン中に各スクリーンの部分を浸漬し、その溶解部分(樹脂および十分に分散され
た炭酸カルシウムを含む)を除去し、かつ洗浄して、不溶性残留物を捕集した後にも測定
した。該残留物を計量し、押出された炭酸カルシウムの量について規格化し、かつ光学顕
微鏡で検査して、その構成(詳しくは凝集物対大粒子の含有率)を決定した。大きな圧力の
上昇は、該スクリーン上に多数の残留物が存在することと関連していた。
【００５５】
表 3

*：実施例1dに従って風力分級された。
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